



















A．Muta and I．Higuti（1955）．Shape and size distribution of carbon b1ack when it is crushed，
λmm．∫m∫左∫広α桃ムMα肋．，VII，2．
E．Wase（1952）．Dense random packing of unequa1spheres，肋伽Re∫．沢φ．Vo1．7，
I．Higuti（ユ960）．A statistica1study of random packing of mequa1spheresλnm．〃∫左∫倣枇
Mα肋．，XII，3，
I．Higuti（1964）．Mode1versuche uber zufヨnige packungen verschiedner Kuge1n md Mishunger
von zweier1ei Kugeユn durch R高tter1mg，Pmc。ユ4働力ψm Nα左Com鮒力7λ力μMecん










（、）   榊（・）： （。）粋
図1．



























    川崎医大有 田 清三郎・中 村 清 美
        原  田  種  一
 は じ め に
 甲状腺腫には，びまん性甲状腺腫と結節性甲状腺腫がある．前者は甲状腺全体が大きくなる
もので，甲状腺組織の増殖，肥大によるものであり，後者は甲状腺の一部が腫瘍もしくは腫瘍
類似疾患により結節状とたるものである．
 結節性甲状腺腫には，癌，腺腫，腺腫様甲状腺腫が含まれる．このうち腺腫は上皮性の腫瘍
であり，腺腫様甲状腺腫は非腫瘍性で組織の過形成またはその退縮に由来する．しかし腺腫と
過形成の間に移行があるとも考えられているため，腺腫と腺腫様甲状腺腫との鑑別は困難で病
理学者がしばしば悩まされているところである．
 われわれは腸腫と腸腫様甲状腺腫の両者を，組織学的には顕微鏡写真上における濾胞腔から
